














まとめ 

今回我々は,W-M 症候群を発症した児の母体の臨床像について初めて検討した。 

本症の発症には子宮内感染の存在が強い関連性を持っているが,母体には感染徴候が表わ

れにくい。しかし,妊娠中や分娩時にいくつかの特徴が見出され,これらの特徴を共通して

有する者の児については,出生後臍帯血 IgM の測定や胎盤・臍帯の病理検索を行い新生児期

に注意深いケアーが必要と思われる。 

今後さらに原因の追究をおしすすめていき,予防法や治療法についても検討していきたい。 


